
（上記表は保団連作成） 

こども家庭庁は 2024 年 12 月 25 日、令和 6 年度「こどもに係る医療費の助成についての調

査」を公表しました。（https://www.cfa.go.jp/policies/boshihoken/kodomoiryouhityousa-r6） 

それによると、①子ども医療費助成の対象年齢を「18 歳まで以上」で実施している市町村

は、外来 84％、入院 86％と 8 割を突破。②「所得制限無し」の市町村は通院・外来とも 95％

に増加。③「一部負担金無し」の市町村は、外来 73％、入院 78％まで増加です。 

この間の粘り強い運動の成果です。引き続き、都道府県・市区町村に対する「子ども医療費

助成制度の拡充」を求めるとともに、国の制度として「18 歳まで医療費窓口負担無料制度」の

創設を求める請願署名（https://kodomoiryou.jimdofree.com/）を大きく広げましょう。 
 

2/11（祝）全国代表者会議を成功させよう！申し込みは 1/17（金）までに 
（URL:https://docs.google.com/forms/d/1mXWQ2wPr-9--TEUrz4ElvXBk_DvzMdPjrkmZPmUGy90） 
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